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本ビジョンでは、 今後の課題を解消するための施策を、 「強靱化」 「持続」 「水質 ・ 水循環」 の３つの基本

方針に区分し、 整理しています。

各施策には、 具体的な取り組み内容を示すアクションプランを定めており、 その中でも事業の運営におい

て特に重要と位置付けるものを重点施策としています。 重点施策については、 アクションプランの進捗状況

や取り組みによる効果を継続的に把握し、 重点的に管理していきます。

※重点施策は ★印 を付しています。 

基本 

方針
施策 目的

強靭化

老朽化対策 ★

調査・点検の実施による上下水道施設の適切な管理、

修繕・改築・更新の実施による上下水道施設の長寿命

化・健全性の確保

耐震化対策 ★ 震災時でも機能する強靭な上下水道施設の構築

雨水（浸水） 

対策 ★

気候変動、局地的大雨による浸水被害の軽減

防災・減災体制 

の強化

非常時における迅速な対応体制の構築、

災害時情報周知体制の維持

持続

経営基盤の 

強化 ★

業務の効率化による経営基盤の強化、広域化への取

組による業務効率化の検討、健全な財政運営の継続

利用者サービス・ 

広報の充実

利用者との良好なコミュニケーション

省エネルギー・ 

創エネルギーの 

推進

環境に配慮した事業運営、高効率機器の導入による

コスト削減

水質・ 

水循環

水質の適正管理 ★ 安全な水道水の供給

適切な水源保全 

の推進 

地下水源の水質・水量の維持 

合流区域の解消 
合流式下水道の改善による公共水域の汚濁負荷軽

減 
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各施策のアクションプランの取組状況を評価するため、 指標による管理を行います。 指標ごとに重要度１～重

要度４に区分し、 重要度ごとに管理手法を設定します。

重点施策として位置づけた施策の指標は重要度１ （KPI （アウトカム）） を設定します。

指標 

重要度
指標の扱い 管理手法

重要度

１
KPI（アウトカム）を設定

・重点施策管理シートにて管理

重要度

２

管理指標（アウトプット）

を設定

・重点施策は重点施策管理シートで管理

・それ以外は、施策管理シートで管理

重要度

３
結果のみ推移を追う

・将来の数値目標は設定しない

・毎年算出する業務指標（PI）にてその年の結

果を記載し、推移を監視（異常な数値を示した

場合には、対応策を講ずる）

重要度

４
取組の方向性を設定

・取組内容はアクションプランに記述する

 例）今後も引き続き〇〇事業を行っていきま

す。
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▶�現状と課題

〈管路の老朽化〉

柏市では昭和 30 年から給水を開始しており、 現在では 70 年以上が経過しています。 これまで、 安全

な水道水を安定して供給するため整備を進めてきましたが、 水道普及率が 95％を超えた現在、 老朽化した

管路が増加しており、 管路の健全性を維持するためには計画的な更新を継続していくことが重要です。 特に、

人口が急増した時期に整備された多くの施設が一斉に更新時期を迎えることから、 今後は更新需要の増大が

見込まれます。

そこで、更新需要を平準化し、計画的に管路更新を進めるため、本計画とあわせて管路整備計画及びアセッ

トマネジメント計画の見直しを行っています。

また、 管路の老朽化に伴い漏水＊の増加が懸念されることから、 管路更新と並行して漏水調査を継続的に

実施し、 漏水が確認された箇所については適切に修繕を行うことが必要です。

１. 老朽化対策

01 水道事業

管路の取得年度別延長 （再掲） 
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〈施設の老朽化〉

管路と同様に、 施設 ・ 設備においても老朽化が進んでいます。 使用開始から 40年を経過した資産のうち、

第二次拡張期 ・ 第三次拡張期に整備された資産は合計で 100 億円を超えています。 さらに、 計画期間内に

は、 第四次拡張期に整備された第三水源地から第五水源地、 及び第六水源地の資産も更新時期を迎える見

込みです。

これらの老朽化資産を適切に更新しない場合、 ポンプ故障や給電停止による加圧配水の停止、 配水池の

破損による断水、 監視設備の故障による運転管理不能など、 重大な支障が生じるおそれがあります。

このため、 施設 ・ 設備についても管路と同様に、 本計画とあわせて水源地施設 ・ 設備更新計画及びアセッ

トマネジメント計画の見直しを進めています。 これらの計画に基づき、 適切な更新 ・ 補修を着実に推進して

いくことが必要です。

▶�目指す将来像

〇�老朽管の更新を進めることにより、管路の事故リスクを低減し、断水を防ぐことで安定した水道水供給を確

保します。

〇�老朽設備を更新することにより、水源地における事故リスクを低減することで、安定した水道水供給を確保

します。

〇�漏水調査を継続して実施し、漏水を少なくすることで事業効率の向上を図ります。

施設の取得年度別資産額 （再掲）
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▶�具体的な取組

①　老朽管更新 （ウォーターPPPによる基幹管路の更新を含む）

本計画と並行して見直している管路整備計画に基づき、 老朽管更新 （耐震化） を継続して実施します。

水道水供給において最重要となる基幹管路 （導水管・送水管・配水本管） は、特に優先して更新 （耐震化）

を進めていきます。

また、 ウォーター PPP を活用することで、 基幹管路の更新 （耐震化） を加速させます。

取組 R8 R9 R10 R11 R12 R13 R14 R15 R16 R17

ウォーターPPPによる基幹管路の更新

　管路の更新（重要給水施設管路を含む)

　第三水源地のろ過機更新

　岩井水源地の受変電設備及び全自家用発電機設備の更新

　経年化設備の更新

漏水調査の実施 　継続実施 ウォーターPPPにより実施

　第五水源地の配水池及び
　受水井の更新

老朽設備の補修・更新

老朽管更新（ウォーターPPPを含む）

 

≪配水管改良工事の様子≫ 
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指標 １老朽化対策 (1)水道事業 

基幹管路の事故割合（件/100km）

(基幹管路の事故件数/基幹管路延長)×100

基幹管路の健全性を表す指標。この値は低い方が良い。

算定式

説明

重要度1

　実績　　●

　目標　　●

0.0 0.0 0.0

0.0

0.2

0.4

0.6

0.8

1.0

R6 R12 R17

最終目標： 0

管路の事故割合（件/100km）

(管路の事故件数/管路延長)×100

管路の健全性を表す指標。この値は低い方が良い。

算定式

説明

重要度1

　実績　　●

　目標　　●

0.6 0.6 0.6

0.0

0.2

0.4

0.6

0.8

1.0

R6 R12 R17

最終目標： 0

非鉄製管路の事故割合（件/100km）

(非鉄製管路の事故件数/非鉄製管路延長)×100

非鉄製管路の健全性を表す指標。この値は低い方が良い。
※非鉄製管路：塩化ビニール管、ポリエチレン管

算定式

説明

重要度1

　実績　　●

　目標　　●

4.9

3.9 3.9

0

2

4

6

8

R6 R12 R17

最終目標： 0
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管路更新延長（km）

管路の更新の進捗を表す指標。この値は目標に合わせて維持することが望ましい。
※R6実績：単年度値、5・10年後目標：５・10年間合計

説明

重要度2

　実績　　●

　目標　　●

8.3

45.4

83.5

0

20

40

60

80

100

120

R6 R12 R17
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②　老朽設備の補修 ・更新

本計画と並行して見直している水源地施設 ・ 設備更新計画に基づき、 水源地などの老朽設備の補修 ・ 更

新を進めます。 具体的には、 第五水源地の配水池及び受水井の更新、 第三水源地のろ過機更新、 岩井水源

地の受変電設備＊更新や全水源地の自家用発電機設備の更新などの老朽設備の更新を進めます。

③　漏水調査の実施

漏水調査を継続し、 漏水を発見した場合は修繕します。

なお、 漏水調査については、 ウォーターPPP を活用して実施します。

≪受水井の更新工事≫ 

指標 １老朽化対策 (1)水道事業 

法定耐用年数超過浄水施設率（％）

（法定耐用年数を超えている浄水施設能力/全浄水施設能力）×100

施設老朽度及び更新の取組み状況を表す指標。この値は低い方が良い。

算定式

説明

重要度2

　実績　　●

　目標　　●

0.0 0.0 0.0

0

20

40

60

80

100

R6 R12 R17


